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長田トクノさん

104歳を迎えてますます元気

(9月14日・長田トクノさん宅で）

敬老の日を明日に迎えた9月14日、肱川町の最年長者長田トクノさん(103歳10ヵ
月）を三瀬八幡浜地方局大洲出張所長と大野町長が訪問し、長寿のお祝いと記念品

を手渡しました。

長田トクノさんは、今年の11月12日で満104歳を迎えられます。耳が少し遠い以
外は特に悪いところもな〈、天気の良い日は庭の草引きをされるほどお元気です。

「なんちゃないけんいけんの一、また来てくださいや」とやさしく話されるトク ノ

さん。これからも体に十分注意して、いつまでもお元気でお過しください。

と
じ
て
俣

ff
し
ま
し
ょ
う
。

令月号の主な内容

ltl予子林地区の区画整理着工
2ページ

ltlわが家のアイドル…………3ページ

董国民年金の受給額2億6千万円に
4ページ

ltlくり出荷始まる・・・・・・・・・・·…•6ページ
ltl枝打ちコンクールに寄せて

7ページ

唖今月の農作業・・…• •・・・・・・・・・ ··9 ペー ジ

衡住みよい地域づ〈り・岩谷生産学級

始まる 11ページ

衡第3回サマースクール……12ページ

衡ソフトボールリーグ戦結果

13ページ

卍お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14ページ

町民のうごき

人口 3,9 1 2人(-2) 

男 1,9 2 4人（士 0)

女 1,988人(-2) 

世帯数 1,080器 (+ 3) 

（昭和58年8月31日現在）



匝 同 田(2)

新
農
業
構
造
改
善
事
業
で
実
施
す

る
予
子
林
地
区
の
区
画
整
理
の
起
工

式
か
九
月
二
日
現
地
で
厳
粛
に
行
わ

れ
、
関
係
者
九
十
三
人
が
工
事
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
予
子
林
地
区
営
農

林
推
進
会
議
が
中
心
と
な
り
、
地
区

農
業
の
振
興
は
ま
ず
土
地
基
盤
整
備

か
ら
と
、
二
年
前
か
ら
予
子
林
地
区

で
続
け
ら
れ
て
い
た
話
し
合
い
が
こ

の
は
ど
、
役
員
の
熱
意
と
受
益
関
係

者
の
理
解
に
よ
っ
て
ま
と
ま
り
、
エ

事
着
工
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
は
新
農
業
構
造
改
善
事

業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
のー心

芥
4
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二
年
後
に
は
こ
こ
に
十
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
水
田
が
完
成

が区積化機契 成万 い年残ク画で
らぐ極な械機予の円今ま度り夕整‘
（活る的どのと子予で年すに五 l理水
｝動みに農共し林定‘度゜実ヘルさ田
！をの進用同て地で昭の 施クをれ約
更自め地利農区す和事 さ夕昭ま-+
｝に主て利用地で゜五業 れ l和す一
！続的い用・のは
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十費 るル五゜ヘ
けなく関農流‘ 九は こは十そク
！て合た係作動こ 年約 と昭八のタ
！地意めの業化の ＝七
} ― 

に和年う 1

区をに改の・事 月千 な五度ちル
｝農得‘善共農業 に五 つ十に六が
！業な地を同用を 完百 て九‘へ区

Iもがてい就地よ いの
｝ので農そ学域つ二ま健
｝でき業し中をて年す全
すてをむのい‘後゜な
°ゆ守 心ぁっ農、 発
くりを
紐抱
とく家新 展
- の-い)しとししを
とけ含、りむ人＜ 図
をる fつ活；、変 り
期地希ら動 わ た

待域望にの9る い

たくも業紐
しづを農門愛水 ［日豆:翌こ玄憂なa弩蒙←巴翌で:三-田 し・や

し
ー一二塁迄琴字．一

いりつにが 、に て工事の安全を祈願して行われた起工式

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
、
昨

年
、
六
年
ぶ
り
に
九
千
人
を
超
え
ま

し
た
が
、
今
年
に
入
っ
て
も
、
依
然

と
し
て
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
交
通

事
故
死
者
数
は
全
国
で
四
千
四
百
十

九
人
と
、
昨
年
に
比
べ
二
百
四
十
五

人
（
五
・
九
％
）
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。死
亡
事
故
の
内
容
を
見
る
と
、
相

変
わ
ら
ず
子
供
と
お
年
寄
り
か
多
く
‘

と
り
わ
け
お
年
寄
り
の
犠
牲
者
が
目

立
ち
ま
す
。

ク
ル
マ
社
会
の
中
で
弱
い
立
場
に

あ
る
お
年
寄
り
を
、
交
通
事
故
の
巻

き
添
え
に
す
る
の
は
悲
し
い
こ
と
で

子
供
と
あ
年
寄
り
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

｀
秋
の
交
通
安
全
運
動
．

9
月
2
1
Hー

30
日

土
地
基
盤
整
備
で
農
業
振
興
を

予
子
林
地
区
の
区
画
整
理
着
工

す。
今
年
も
『
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
』
（
九
月
二
十
一
日
ー
三
十
日
）
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
「
子
供
と
お
年
寄
り

を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
」
が
、
重

点
テ
ー
マ
の
一
っ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
と
り
わ
け
犠
牲

者
の
多
い
お
年
寄
り
の
事
故
防
止
に

焦
点
を
合
わ
せ
、
交
通
の
面
か
ら
見

た
お
年
寄
り
の
心
理
と
行
動
特
性
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

〈
心
理
そ
の

1
〉
変
化
す
る
交
通
状

況
に
対
廊
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
目

立
つ
お
年
寄
り
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
は

じ
め
と
す
る
”
交
通
環
境
II

の
変
化

に
つ
い
て
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す。
ま
た
、
お
年
寄
り
の
頭
の
中
は
‘

昔
の
記
憶
が
大
半
を
占
め
、
交
通
量

の
多
く
な
っ
た
現
在
の
状
況
を
実
感

と
し
て
つ
か
み
に
く
い
心
理
状
態
に

あ
り
ま
す
。

〈
心
理
そ
の

2
〉
体
力
や
運
動
機
能

の
衰
え
に
も
か
か
わ
ら
す
、
い
つ

ま
で
も
若
い
気
持
ち
で
い
る
こ
と

が
多
い

年
を
と
る
と
、
当
然
、
体
力
を
は

じ
め
運
動
機
能
や
感
覚
機
能
が
低
下

し
ま
す
。

し
か
し

本
人
は
ま
だ
ま
だ
若
い

お
年
寄
り
の
心
理
や

特
性
を
知
ろ
う

つ
も
り
で
い
る
た
め
、
こ
の

II

意
識

と
現
実
II

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
事
故
を
招

き
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

〈
心
理
そ
の

3
〉
と
き
に
、
身
勝
手

と
思
え
る
よ
う
な
行
動
を
と
る
こ

と
が
あ
る

基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
を
知
っ
て

い
る
お
年
寄
り
で
も
、
身
勝
手
と
し

か
思
え
な
い
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

例
え
ば
信
号
の
変
わ
り
め
で
横
断

を
始
め
た
り
、
近
道
を
し
て
横
断
し

て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
を
渡
っ
た
り

し
て
し
ま
っ
よ
う
な
こ
と
で
す
。

◇

◇

 

交
通
量
の
多
い
道
路
を
ク
ル
マ
の

流
れ
を
無
視
し
て
ゆ
う
ゆ
う
と
歩
い

て
渡
る
お
年
寄
り
、
近
づ
い
て
く
る

ク
ル
マ
を
よ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の

に
、
体
は
な
か
な
か
動
か
な
い

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
お
年
寄
り

特
有
の
心
理
や
行
動
特
性
を
理
解
し
、

お
年
寄
り
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。
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操
法
大
会
に
第
二
分
団
出
場
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大
洲
・
喜
多
地
区
大
会

第
十
四
回
愛
媛
県
消
防
操
法

大
洲
喜
多
地
区
大
会
が
、
九
月

六
日
午
前
九
時
か
ら
大
洲
市
中

村
の
緑
地
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

こ。t
 大
会
に
は
、
大
洲
市
と
喜
多

郡
内
の
町
村
か
ら
小
型
ポ
ン
プ

の
部
十
チ
ー
ム
、
自
動
車
ポ
ン

プ
の
部
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、

日
頃
の
訓
練
成
果
を
競
い
ま
し

こ。t
 肱
川
町
か
ら
は
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
に
第
二
分
団
（
岩
谷
）

が
出
場
し
、
第
五
位
と
な
り
ま

し
た
。こ
れ
は
、
八
月
三
日
か
ら
の

一
ヵ

月
、
一
日
の
仕
事
を
終
え
た
後
行
わ

れ
た
熱
心
な
訓
練
と
、
そ
れ
を
支
援

す
る
団
員
、
ま
た
川
上
支
署
員
の
指

導
に
よ
る
も
の
で
す
。

入
賞
こ
そ
逸
し
ま
し
た
が
、
四
人

の
選
手
を
支
え
た
団
員

一
人
ひ
と
り

の
協
力
体
制
が
、
今
後
第
二
分
団
を

前
進
さ
せ
る
原
動
力
と
な
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

〔
第
二
分
団
の
出
場
者
〕

指

揮

者

班

長

冨

永

幸

男

一
番

員

団

員

山

下

光

幸

二

番

員

団

員

和

気

栄

一

【成

績

】

◎
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝
内
子
町
消
防
団
五
城
分
団

二
位
内
子
町
消
防
団
立
川
分
団

三
位
五
十
崎
消
防
団
第
二
分
団

四
位
大
洲
市
消
防
団
柳
沢
分
団

◎
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

優
勝
内
子
町
消
防
団
内
子
分
団

二
位
大
洲
市
消
防
団
大
洲
分
団

三
位
長
浜
町
消
防
団
長
浜
分
団

三

番

員

団

員

寺

尾

秋

広

補

欠

部

長

冨

永

清

輝

1ヵ月の訓練の成果を披露する第2分団

****** 
名
前
は
、
画
数
で
決
め
ま
し
た
。
最
近
ひ
と

り
歩
き
を
始
め
た
の
で
、
戸
棚
を
全
部
開
け
て

い
っ
た
り
、
ネ
ク
タ
イ
を
取
り
出
し
た
り
で
、

目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
近
く
に
友
だ
ち
が
い
な
い

の
が
悩
み
の
種
で
す
。

将
来
は
、
明
る
＜
誰
に
で
も
好
か
れ
る
子
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
顔
っ
て
い
ま
す
。

お父さん

咲盛さん(38歳）
お母さん

充子さん(30歳）

桜
田
陽
子
ち
ゃ
ん
〔
中
居
谷
〕

57.7.19
日
生
ま
れ

(
1
歳

2
ヵ
月
）

図 囮 ****** 
/農業会議会長賞に一ー／〕

今宮・岡・有友3氏が受賞

わ 0づ”'

今
宮
忠
雄

(62
歳
）
〔
久

農
業
委
員
会
長
・
三
期

有

友

勇

(59
歳
）
〔
山

三
期

岡
喜
重
郎

三
期

(72
歳）

福

山

あ

か

ね

ち

ゃ

ん

〔
協
生
〕

57.7.26
日
生
ま
れ

(
1
歳

1
ヵ
月
）

お父さん

保 さん(33歳）
お母さん

恵美子さん(29歳）

去
る
九
月
二
日
の
愛
媛
県
農
業
会

議
総
会
に
お
い
て
、
肱
川
町
農
業
委

員
会
委
員
の
三
氏
が
長
い
間
の
農
業

委
員
会
活
動
か
顕
著
で
あ
る
と
し
て

県
農
業
会
議
会
長
賞
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ま
ぎ
ま
の
問
題
を
か
か
え
た
現

在
の
農
業
情
勢
の
中
で
三
氏
の
ご
活

躍
は
、
農
業
委
員
を
は
じ
め
、
私
た

ち
肱
川
町
民
の
誉
れ
と
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
共
一
層
の
ご
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

〔
道
野
尾
〕さ

わ
や
か
な
、
か
わ
い
い
名
前
を
と
思
っ
て

名
付
け
ま
し
た
。
「
バ
イ
バ
イ
」
を
最
近
覚
え
た

の
で
、
人
が
来
ら
れ
た
と
た
ん
バ
イ
バ
イ
を
し

て
困
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
と
な
し
い
け
ど
、

と
っ
て
も
笑
顔
が
か
わ
い
い
ん
で
す
よ
…
。

将
来
は
、
人
に
好
か
れ
る
子
供
に
育
っ
て
は

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

有友

槌〕

勇氏

保〕

¥’,＇ 

ヽヽ

、
t

岡喜重郎氏 今宮忠雄氏
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肱川町の国民年金受給額は年

増々え、昭和五十七年度では‘

福祉年金（保険料を納めないで

受けている年金）とあわせて、

別表のとおり、受給者が八百三

十九人、受給総額は‘二億六千五

百万円余りにのぼっています。

一方、保除料は、約千二百六

十人が、年間八千二百万円納め

ました。

今や人生八十年。日本人の平

均寿命は、昭和二十年頃の五十

歳から、今では八十歳近くに伸

びております。このことは、老

後の生活設計において、人々が

準備しなければならない資金が、

これまで以上に必要となるか、

または、昔より長い期間働き続

けなければならないことを意味
‘,l 
ー
3 

3 
8 5 
s （ 

況
状況
給状
受給
金受
金
年年

民出
国拠
Jヽ
-

表（ 

老齢年金 474人 障害年金 28人

通算老齢年金 26人 寡婦年金 9人

母子年金 6人 遺児年金 0人

受給額 169,673,200円

し
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
急
速
に
進
ん
で
い
る
人

口
の
高
齢
化
は
、
わ
が
国
の
社
会
経

済
に
大
き
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い

ま
す
。
そ
の
解
決
に
は
、
い
っ
そ
う

公
的
年
金
制
度
の
果
た
す
役
割
が
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

老
後
の
生
活
の
大
ぎ
な
支
え
と
し

て
頼
ら
れ
て
い
る
公
的
年
金
。
こ
れ

ら
は
、
働
ら
く
若
い
世
代
が
、
み
ん

な
で
お
年
寄
り
を
支
え
る
、
い
わ
ば

世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
の
制
度
で

す
。
動
物
は
子
供
を
育
て
保
護
す
る

こ
と
は
し
ま
す
が
、
人
間
以
外
年
老

い
た
者
を
保
護
す
る
習
性
は
も
っ
て

い
ま
せ
ん
。

年
金
制
度
は
、
そ
ん
な
人
間
が
経

済
や
社
会
の
変
動
が
激
し
い
時
代
に

飼
い
犬
に
は
登
録
と
注
射
を
II.

【
後
期
】
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施

昭
和
五
十
八
年
度
（
後
期
）
の
狂

犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
。
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は
、
最
寄

り
の
場
所
で
必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
生
後

3
ヵ
月
以
上
の
犬
で

本
年
度
ま
だ
登
録
を
受
け
て
い
な
い

国
民
年
金
の
受
結
額

年
間
二
億
六
干
万
円
に

思年か正お はいす老〔表ー2〕福祉年金受給状況
、わ金となら将な知た後
れはれ給れ来い恵めを
ま健た付るのでのによ
す全も水か年し一生り
゜運の準も金よつみ豊
営にとしにうと出か
かな負れ不かいしに
でれ担ま定゜った健
きばのせを て‘や
る‘バんも よ素か【合計】
も今ラがつ い晴に
の後ン‘方 のら暮
とのス適も でしら

飼
い
犬
は
‘

だ
さ
い
。

⑨
注
射
料
金

一
、
三
0
0
円
（
一
頭
）

⑥
登
録
料
金
二
‘
1
0
0
円
（
一
頭
）

古
認
印
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

⑥
寄
生
虫
駆
除
薬

希
望
者
に
は
一
、
0
0
0
円
で

あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

(S58・3・31) 

必ず登録を受けてく

区 分 受給者数 乎又 給 額

老齢年金 242人 73,995,900円

障害年金 54人 22,084,698円

受給者数

受給額

265,753,798円

839人

狂犬病予防注射日程表

月 日 時 刻 時間 場 所

9 : 1 0 ~ 9:4 0 30分 中津集会所

午前 9:50-10:10 20分 小倉（今井附近）

10:30-11:10 40分 予子林農協
10月5日休）

l : 0 0 ~ 1: 4 0 40分 赤岩縫製工場前

午後 2:0 0~ 2:4 0 40分 協生集会所

3:0 0- 3:4 0 40分 中居谷集会所

9:0 O~ 9: 5 0 50分 大谷公民館

午前 10:00-10:10 1 0分 硯 （湖仙荘横）

10月6日（木） 10:30-11:10 40分 岩谷公民館

1 : 0 0~ 1: 3 0 30分 小藪温泉駐車場
午後

2:0 O~ 3: 0 0 60分 鹿野川河原

肱
川
町
婦
人
会
役
員
十
三
人
が
八

月
三
十
日
、
国
道

1
9
7
号
線
の
ゴ

ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
鳥
首
と
三
ッ
石
の
二
班
に

分
か
れ
て
行
わ
れ
、
夏
休
み
期
間
中

に
マ
イ
カ
ー
か
ら
投
げ
捨
て
ら
れ
た

空
き
缶
や
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
士
ニ
キ

ロ
の
国
道
を
テ
ク
テ
ク
歩
き
ま
し
た
。

こ
の
日
集
ま
っ
た
ゴ
ミ
や
空
き
缶

は
ニ
ト
ン
車
に
山
盛
り
二
台
分
も
あ

り
、
婦
人
会
の
役
貝
さ
ん
た
ち
は
「
ゴ

ミ
箱
が
近
く
に
あ
る
の
に
ど
う
し
て
投

げ
捨
て
る
ん
じ
ゃ
ろ
ー
」
と
ド
ラ
イ
バ

額に汗しながらゴミ捨いをする婦人会の皆さん

ー
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
を
指
摘
し
て
い
た
。

空
き
缶
捨
て
な
い
で
”
~

婦
人
会
役
員
が
国
道
ク
リ
ー
ン
作
戦
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十
月
一
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

こ
の
「
法
の
日
」
は
国
を
挙
げ
て

法
を
尊
重
し
、
基
本
的
人
権
を
擁
護

し
、
社
会
秩
序
の
確
立
の
精
神
を
高

め
る
た
め
の
日
と
し
て
制
定
さ
れ
ま

し
た
。私
達
の
社
会
に
お
い
て
、
個
人
の

自
由
が
保
障
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は

極
め
て
大
切
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
自
由
と
は
自
分
だ
け
の

た
め
に
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
自
由
も
認
め
さ
せ
る
と
同

時
に
、
相
手
の
自
由
も
認
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
お
互
い
の

自
由
の
共
存
を
図
る
た
め
に
「
法
」

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

法
は
、
個
人
の
自
由
を
守
っ
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
、
法
は
あ
ら
ゆ
る
暴

力
を
否
定
し
ま
す
。

法
を
守
り
、
人
権
を
尊
重
し
、
社

会
の
秩
序
を
守
ゆ
こ
と
が
社
会
を
平
る

和
に
し
、
お
互
い
の
家
庭
を
豊
か
な

も
の
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
達
一
人
ひ
と
り
が
法
に
親
し
み
、

法
を
尊
重
し
、
お
互
い
の
権
利
を
守

り
、
明
る
い
社
会
を
築
く
よ
う
心
が

け
た
い
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
中
で
人
権
を
侵
さ
れ
た

り
、
侵
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
方
、
裁

判
費
用
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
お

十
月

法
ま
も
る

鵬”“｀~(20)
今
月
は

「ク
リ
」

を
紹
介
い
た
し
ま

す。
栗
を
知
ら
な
い

人
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
野
生
の
も

の
は
果
実
が
小
さ

＜、

「
か
ち
栗
」
と

し
、
正
月
に
は
な

く
て
は
な
ら
ぬ
も

の
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
じ

ん
臓
病
に
よ
い
と

言
わ
れ
ま
す
。
現

在
は
改
良
さ
れ
た

果
実
の
大
き
い
も

の
が
作
り
出
さ
れ
、

⑥

都

谷

文

⑥

飛

野

虎

生

さ

ん

（
中
居
谷
）

雄

さ

ん

（
広
常
）

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
、
法
務
局
、

ま
た
は
そ
の
支
局
に
御
相
談
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

な
お
、
肱
川
町
の
人
権
擁
護
委
員

は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

心
が
築
く
よ
い
社
会

日
ー
七
日
は
「
法
の
日
」
週
間

クリ（プナ科）

⑥
お
題
／
「
緑
」
⑥
詠
進
要
領
／
①

自
作
未
発
表
の
も
の
で
一
人
一
首

②
半
紙
に
毛
筆
で
自
書
の
こ
と
③

病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
自
書

で
き
な
い
場
合
は
代
筆
で
も
よ
い

が
、
理
由
書
を
添
え
る
こ
と
（
点
字

で
詠
進
も
可
）
④
書
式
は
、
半
紙
を

開
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左

半
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
印
釦
．

生
年
月
日
・
職
業
（
具
体
的
に
）
を

記
入
⑤
詠
進
の
期
間
／
9
月
1
日

か
ら

10
月
11
日
ま
で
⑥
あ
て
先
／

宮
内
庁
(
〒
1
0
0
東
京
都
千
代
田
区

千
代
田
一
番

一
号
）
、
封
筒
に
「
詠

進
歌
」
と
書
く
こ
と
。

肱
川
町
で
は
特
産
物
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
薬
用
と
な
る
こ
と
は

一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で

す。採
取
時
期
と
調
整
法

樹
皮
と
い
が
は
、
秋
に
採
取
し
、

風
通
し
の
よ
い
所
で
日
干
し
に
す
る
。

葉
は
成
分
の
充
実
し
て
い
る
真
夏
に

と
っ
て
、
日
干
し
に
す
る
。

薬
効
と
用
い
方

59年
歌
会
始
詠
進
歌

①
つ
る
し
か
ぶ
れ
に
、
よ
く

乾
燥
し
た
葉
を

一
握
り
と
り
、

水
500cc
で
煮
て
、
こ
の
汁
が
冷

め
て
か
ら
、
こ
れ
で
患
部
を
洗

う
。
乾
燥
葉
が
な
い
と
き
は
‘

樹
皮
で
も
よ
い
。
ま
た
、
い
が

を
用
い
て
も
よ
い
。
こ
の
場
合

は、

2
個
分
ぐ
ら
い
、
樹
皮
の

場
合
は
、
い
が
の
半
分
位
の
量

で
よ
い
。
②
や
け
ど
に
前
と
同

じ
分
量
・
方
法
で
せ
ん
じ
汁
を

脱
脂
綿
に
含
ま
せ
て
、
患
部
に

そ
の
汁
を
し
ぼ
り
落
す
よ
う
に

し
て
塗
る
。
③
じ
ん
臓
病
に
、

1
日

2
0
g前
後
を
煎
じ
て
飲
む

と
よ
い
。
④
精
力
滅
退
に
、
ク

リ
の
実
を
食
べ
る
と
よ
い
。

みんなの胸に

赤い羽根

10月1日から共同募金運動が始まります。

白
内
障
は
目
の
中
の
水
晶
体
が
濁
っ
て

く
る
病
気
で
、
老
人
性
の
も
の
は
い
わ
ば

髪
が
白
毛
に
な
る
の
と
同
じ
よ
う
な
現
象

です。い
っ
た
ん
始
ま
る
と
治
る
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
進
行
は
個
人
差
が
大

き
く
‘
白
内
障
に
な
っ
て
も
日
常
生
活
に

は
あ
ま
り
不
自
由
な
く

一
生
を
終
る
人
も

い
ま
す
。
症
状
は
痛
く
も
か
ゆ
く
も
な
く
、
初
め

は
物
が
ぽ
や
け
て
見
え
る
程
度
で
す
が
、

濁
り
が
進
む
と
視
力
も
低
下
し
て
き
ま

す。
目
の
前
に
ご
み
の
よ
う
な
も
の
が
飛
ん

で
い
る
よ
う
に
見
え
た
り
‘
視
界
が
か
す

ん
だ
り
し
た
ら
年
の
せ
い
だ
と
放
っ
て
お

一
老
人
性
白
内
症
一

か
な
い
こ
と
で
す
。

特
に
白
内
障
の
予
防
と
い
う
も
の
は
な

V
‘
視
力
に
異
常
を
き
た
す
ま
で
は
目
薬

を
つ
け
る
く
ら
い
で
す
が
、
日
常
生
活
に

不
自
由
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
手
術

を
受
け
ま
す
。

白
内
障
の
手
術
は
一＿
一
千
年
も
前
に
行
わ

れ
た
程
歴
史
の
古
い
も
の
で
す
。

現
在
は
麻
酔
の
技
術
も
進
み
‘
手
術
自

体
も
大
変
進
歩
し
、
八
十
歳
・
九
十
歳
と

い
っ
た
高
齢
の
人
で
も
安
全
に
手
術
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
白
内
障
は
進
行
し
て
も
、
明
る

い
暗
い
が
わ
か
る
程
度
で
あ
れ
ば
手
遅
れ

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
医
師

と
よ
く
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

口

医

学
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肱
川
農
協
で
は
、
本
年
度
出
荷
計

画
650t
（
昨
年
対
比

122%
）
を
目
標

に
ク
リ
の
出
荷
が
始
ま
っ
た
。

出
荷
開
始
日
は
八
月
二
十
三
日
と

昨
年
同
様
で
あ
っ
た
が
、
出
荷
量
は

八
月
末
日
現
在
で
⑬

t

（
昨
年
対
比

170%
）
と
日
照
り
続
き
の
影
響
で
早

期
落
果
し
た
栗
が
多
く
出
荷
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

早
生
種
の
早
期
落
果
、
中
生
種
・

晩
生
種
の
玉
太
り
不
良
で
心
配
さ

れ
る
中
、
農
家
で
は
、
栗
園
の
草
刈

り
、
栗
の
収
穫
に
汗
を
流
し
て
い

る。

今
後
の
管
理
と
し
て
、
水
分
競
合

を
防
ぎ
樹
勢
回
復
を
は
か
り
、
残
存

木
の
枝
葉
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
収

穫
終
了
後
直
ち
に
、
間
伐
を
行
な
う

よ
う
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
隣
接
樹
と
の
間
隔
は
、
間
伐

後

l
m
以
上
に
保
つ
よ
う
に
す
る
事

が
望
ま
し
い
。

又
、
枯
れ
込
み
が
ひ
ど
い
樹
で
は
‘

思
い
き
っ
て
改
植
を
し
、
改
植
を
す

る
ほ
ど
で
も
な
い
か
、
あ
る
程
度
日

が
き
い
て
い
る
樹
で
は
、
カ
ッ
ト
バ
ッ

ク
に
よ
っ
て
更
新
す
る
等
、
園
の
回

復
に
努
め
て
下
さ
い
。

農
協
観
光
事
業
の

お
知
ら
せ

現
在
、
農
協
で
は
県
の
経
済
連
観

光
課
を
通
じ
て
観
光
事
業
に
も
取
組

ん
で
お
り
ま
す
。

組
合
員
の
か
た
が
た
及
び
、
各
種

団
体
の
皆
様
方
の
研
修
旅
行
、
慰
安

旅
行
等
計
画
さ
れ
る
場
合
は
是
非
共
、

農
協
の
観
光
担
当
者
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ

い。

又
、
飛
行
機
の
キ

ッ
プ
、
及
び
宿

泊
ホ
テ
ル
等
の
個
札
も
一
枚
か
ら
受

付
を
致
し
ま
す
の
で
旅
の
事
な
ら
国

内
・
外
国
を
問
わ
ず
な
ん
な
り
と
お

申
し
出
下
さ
い
。

VヽO

l農業経営移譲年金 I

受結者の皆さんへ

l職員募集| 経
営
移
譲
を
さ

れ
た
方
は
、
す
み

や
か
に
各
種
の
名

義
も
変
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

後
継
者
移
譲
を

実
行
し
て
、
経
営

権
を
後
継
者
に
移

譲
し
た
わ
け
で
す

か
ら
、
後
継
者
に

農
業
経
営
主
と
し

て
の
自
覚
と
責
任

を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
、
次

の
よ
う
な
措
置
を

す
み
や
か
に
と
る

こ
と
が
望
ま
し
い

と
い
え
ま
す
。
そ

う
し
て
こ
そ
、
真

◎
採
用
予
定

女
子
職
貝
（
本
所
事
務
職

員

）

二

名

来
春
三
月
高
校
卒
業
見
込

の
者

◎
申
込
期
間

十
月
五
日
ま
で
に
農
協
本

所
管
理
課
ヘ

◎
提
出
書
類

自
書
の
履
歴
書
・
卒
業
見

込
証
明
書
・
成
績
証
明
書
・

健
康
診
断
書
各
一
通

◎
採
用
は
、
選
考
の
上
決
定
す

る
応
募
多
数
の
場
合
は
簡
単

な
筆
記
試
験
を
行
う
。

期限切れにご注意．I

の
意
味
で
の
経
営
移
譲
が
な
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

0

土
地
改
良
区
・
農
業
共
済
組
合
・

農
協
等
の
組
合
員
名
義
を
後
継
者
に
経
営
移
譲
年
金
及
び
農
業
者
老
令

変

更

す

る

。

年

金

は

、

所

得

税

法

上

給

与

所

得

と

0

米
麦
な
ど
の
農
産
物
の
販
売
や
み
な
さ
れ
、
所
得
税
の
課
税
対
象
さ

肥
料
・
農
業
用
資
材
や
機
械
の
購
入
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
年
間
支
給
額
が

を

後

継

者

の

名

儀

で

行

う

。

六

十

万

円

以

上

に

な

る

と

年

金

支

給

〇
農
業
所
得
の
申
告
を
後
継
者
の
者
の
基
金
で
は
、
源
泉
徴
収
を
行
わ

名

儀

で

行

う

。

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

0

後
継
者
が
国
民
年
金
の
加
入
者
五
十
八
年
か
ら
の
年
金
受
給
者
は
該

で
あ
っ
て
、
農
業
者
年
金
に
ま
だ
加
当
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
扶
養
控
除
等

入
し
て
い
な
い
と
き
は
、
農
業
経
営
申
告
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
し

主
と
し
て
、
当
然
加
入
の
手
続
を
と
っ
た
。
甚
金
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
方
方
、

て
農
業
者
年
金
に
加
入
さ
れ
た
い
。

今
年
十
一
月
か
ら
申
請
す
る
方
は
忘

0

後
継
者
名
儀
通
帳
を
作
成
す
る
。
れ
な
い
で
、
扶
養
控
除
申
告
を
提
出

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
年
金
制
度
の
し
て
下
さ
い
。

目
的
と
す
る
経
営
の
若
返
り
と
い
う
年
金
受
給
資
格
の
出
来
た
方
は
早

期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
実
目
に
手
続
を
し
て
下
さ
い
。
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済共賣賠自

バイクの

●自賠責共済掛金は、長期契約はどお得になります。

1年契約

5,300円

2年契約

6,650円

3年契約

7,900円

●契約をご継続の際には、車台番号と標識番号をお知らせください。

●車台番号は標識交付証明書、自賠責共済証明書等でご確認ください。

※必ずヘルメットをかぶりましょう！

所
得
申
告
に
つ
い
て

行
し
て
下
さ
い
。
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去
る
七
月
二
十
七
日
大
洲
市
建
設

会
館
に
お
い
て
昭
和
五
十
八
年
度
の

振
興
協
議
会
総
会
が
開
か
れ
た
。
同

時
に
枝
打
ち
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
と
前

愛
媛
大
学
助
教
授
金
子
章
先
生
に
よ

る
「
均
質
材
生
産
と
保
育
技
術
に
つ

い
て
」
の
特
別
記
念
講
演
が
行
な
わ

れ
た
。
次
に
審
査
結
果
及
び
講
演
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
審
査
結
果
に
つ
い
て

今
年
度
の
技
打
ち

コ
ン
ク
ー
ル
は
‘

審
査
基
準
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、
通

直
性
・
密
度
管
理
・
完
満
性
・
年
輪

幅
・
節
等
に
つ
い
て
科
学
的
に
分
析

し
た
う
え
で
、
実
際
に
標
準
木
を
割

り
、
保
育
と
材
質
が
適
合
し
て
い
る

か
を
み
た
。

そ
の
結
果
、
今
回
出
品
さ
れ
た
も

の
の
う
ち
、
無
節
の
柱
材
が
採
れ
る

の
は
十
点
中
一
点
し
か
な
く
、
他
の

も
の
は
い
ず
れ
も
節
が
出
る
と
い
う

結
果
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
今
だ
育
林

技
術
体
系
が
完
全
に
周
知
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
技
打
ち
は
、
特
に
開

始
時
期
が
問
題
で
、
適
期
を
逸
し
た

技
打
ち
は
好
ま
し
く
な
い
も
の
と
な

る。

10.5cm
角
の
無
節
柱
を
採
る
た

め
に
は
、
径
が

7
c
m
ま
で
に
枝
を
打

つ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
正
円
性
を
保
っ
た
め
に
、
枝

9 9 1 

i 特等賞
I I _..  _,. I I 
I I 
I I 
I I 
1等賞

I I 
: : 10.5cm・無箇柱・造材可能：

: ： '1 : 
i 内子町 □ 内子町 ii肱川町 i 

: : ""' -'- : : ！ 堀本 II 奥 本 且 堀川広 衛！
I I 
I I '------------------------------------'’--------_ --_ ＿ ＿ ＿ ＿ _ ＿1 

◎
講
演
概
要

均
質
材
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
定
義
を
考

え
て
み
る
と
、
林
分
や
市
場
で
は
‘

径
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
、
林
木
と

し
て
は
、
年
輪
幅
が

一
定
で
、
真
円

で
あ
る
こ
と
、
と
考
え
ら
れ
る
。

材
質
と
い
う
も
の
を
考
え
て
み
る

と
、
通
直
性
・
完
満
性
・
無
節
性
・

正
円
性
・
年
輪
・
材
色
・
つ
や
・
香

り
・
肌
ざ
わ
り
•
そ
の
他
（
傷
・
割

れ
・
腐
り
・
ね
じ
れ
・
病
虫
害
等
）

か
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
育

林
に
は
、
立
地
条
件
・
樹
種
・
品
種
・

打
ち
後
、
樹
形
を
整
え
る
た
め
、
枝

払
い
を
し
て
や
る
と
よ
い
。

肱
川
地
方
林
業
振
興
協
議
会

枝
打
ち
コ
ン
ク
ー
ル
に
よ
せ
て

苗
木
・
地
ご
し
ら
え
・
植
林
・
支
柱

立
て
・
下
刈
り
・
施
肥
・
ツ
ル
切
り
・

枝
打
ち
・
密
度
管
理
•
そ
の
他
が
あ

げ
ら
れ
る
。

良
質
材
生
産
に
は
、
環
境
・
素
質
・

保
育
（
苗
木
・
植
付
．
下
刈
・
枝
打
・

密
度
管
理
）
が

一
体
と
な
っ
て
有
機

的
に
結
合
し
て
総
合
的
な
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
植
林
以
前
か
ら
生
産

目
標
を
た
て
て
、
そ
の
目
標
に
適
合

し
た
育
林
技
術
体
系
を
選
び
、
そ
の

体
系
ど
お
り
の
施
業
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
産
目
標
が
達
成
で
き

る。0
立
木
密
度
と
林
分
成
長

林
分
が
閉
鎖
し
た
後
の
総
生
産
量

（
主
伐
・
間
伐
合
計
）
は
、
立
木
の
疎

密
に
よ
っ
て
あ
ま
り
差
は
な
い
。
し

か
し
、
量
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
質

の
如
何
に
よ
っ
て
価
格
に
は
大
き
な

差
が
で
て
く
る
。

0
年
輪
幅

ス

ギ

2
.
5
1
3
.
o
mm

ヒ
ノ
キ

2
.
0
1
2
.
5
mm

疎
林
・
成
長
良
好
・
地
味
良
好
で

は
、
年
輪
幅
は
広
く
な
る
。
こ
う
い

う
と
こ
ろ
で
は
、
密
仕
立
て
に
し
、
枝

打
ち
を
行
い
、

年
輪
幅
を
調
整
す
る
。

0

間
伐

（
除
伐
）
の
仕
方

日
間
伐
の
考
え
方

④
早
く
大
き
く
し
た
い
。

R
ゆ
っ
く
り
成
長
さ
せ
て
、
年
輪

の
こ
ん
だ
よ
い
木
、
良
い
材
を

作
る
。

①
④
‘
R
の
中
間
位
を
ね
ら
っ
て

育
林
す
る
。

口
選
木
の
基
準

山
行
苗
木
注
文

山
行
苗
木
の
注
文
の
取
り
ま
と
め
を
今
月

の
常
会
で
行
な
い
ま
す
。
造
林
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
は
‘
注
文
用
紙
に
て
、
十
月
十
五

日
ま
で
に
御
申
込
み
下
さ
い
。

苗
木
を
注
文
さ
れ
る
方
の
注
意
事
項
は
次
の

通
り
で
す
。

①
造
林
予
定
地
の
地
番
・
所
有
者
・
面
積
を

確
実
に
調
査
記
入
す
る
。

②
造
林
樹
種
を
決
め
る
。

（適
地
適
木
を
基
本
と
す
る
）

③
生
産
目
標
を
定
め
る
。

優
良
材
か
一
般
材
か
。

柱
材
か
大
径
材
か
。

④
10a
（
一
反
）
当
り
の
植
付
本
数
。

生
産
目
標
に
よ
っ
て
植
付
本
数
が
変
る
。

曰
優
良
材
生
産

lo
a
当
り
600
本
程
度

ロ
一
般
材
生
産

1
0
a
当
り
350
本
程
度

国
ク
ヌ
ギ
造
林

1
0
a
当
り
400
本
程
度

く
わ

し
く
は

森
林
組

合へ、
お
た
ず

ね
下
さ

、。し

10 a (1反）当り植付本数と植付距離

植付本数と列間距離は次の表の通り

ですので参考にして必要な苗木本数

を計算して下さい。。

⑤伐採届．伐採許可等の申請の出てな

い林分へは造林補助金が出ない場合

があり

ますの

で、早

急に申

請をし

て下さ
、。し

10 a当り植付本数 たて植付列間水平距離 よこ植付列間水平距離
300本 1 8 2cm(6尺） 182cm 
400本 1 5 8cm(5尺2寸） 1 5 8cm 
450本 149cm(5尺） 149cm 

500本
1 8 Ocm(6尺） 115cm(3尺3寸）
141 cm(4尺7寸） 141 cm 

600本
1 6 6 cm(5尺5寸） 100cm(3尺3寸）
129cm(4尺3寸） 1 2 9cm 

国
り
木
・
病
虫
害
木
・
ニ
又
木

な
ど
の
悪
い
木
、
ま
た
、
大
き

す
ぎ
る
木
を
伐
る
。

R
林
を
よ
く
見
せ
る
た
め
の
選
木

早
期
収
入
を
得
る
た
め
の
選
木

材
質
の
良
い
木
を
育
て
る
た
め

の
選
木
。

◎
地
方
の
良
い
林
分
と
悪
い
林
分

と
で
は
間
伐
の
考
え
方
を
か
え

る。

＠
間
伐
木
は
枝
打
を
ひ
か
え
る
。

◎
成
木
適
伐
1

1

利
用
径
級
に
達
し
た

も
の
か
ら
順
次
間
伐
す
る
。

な
お
、
ス
ギ
カ
ミ
キ
リ
等
病
虫
害

の
話
を
最
後
に
さ
れ
た
が
、
次
回
に

詳
し
く
紹
介
し
た
い
。
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肱川土場木材相場表 （単位オ当り：円）

第320回市 昭和58年8月17日 県森連市より

長さ 末口径 ス ギ ヒノキ マッ その他

7cmT 本 354 本 354
8cm上 66 66 松パルプ

4m 12cm上 70 136 18cm_l_ 59 未口 6cm上

18cm」ニ 77 143 24cm_l_ 75 26円

30cm上 136 266 30cm上101雑パルプ
7cmT 本 196 本 196 未口 6cm上
8cm上 38 45 24円

3m 11cm上 38 75 
13cm（二） 68 129 18cm_l_ 56 バリ材

13cm（元） 115 206 24cmJ:. 66 材（松・杉・桧）

18cmJ:. 66 126 30cmJ:. 73 長さ 2m

7cmT 本 32 本 32
未口 3- 6cm 

8cm上 21 21 
1本70円

2m 
16cmJ:. 38 73 13cm上 26 松ハリ材
30cm上 73 126 30cmJ:. 26 16cm-22cm 

6m 13cm（二） 73 210 3m 56円
13cm（元） 101 336 4m 70円

特選
13cm（二） 136 248 5m 94円

13cm（元） 248 546 6m 88円

足場 lm当り20-140円尺当り 7~47円

讐
今回も全般に強含みにて推移。

松材の30上は品薄気配で好調。

肱川町森林組合乾椎茸相場表
1.市売日……昭和58年8月26日
1.販売数量…… 109ケース 1,727. 9kg 

l．数量内容及び平均単価 単位（円）

こミ 香 信 ドンコ 特用バレ コーコ その他

数量(kg)8 21.0 16 8. 9 5 2 8.2 2 0 9.8 

比率（％） 4 7.5 9.8 3 0.6 1 2.1 
平均単価 8,570 8,839 7,265 6, 0 11 

l．銘柄別価格 単位（円）

名 柄 単 価 銘 柄 単 価

大 厚 9,500 ドンコ小 7,560 

中厚上 徳用大葉 7,430 
中厚並 9,040 大パレ 6,630 
小 厚 8,860 特用中葉 7,690 
大ウ ス 8,320 中パレ 6,690 
中ウス上 特用小葉 7,620 
中ウス並 8,200 小バレ 6,520 
4ヽ ウ ス 8,080 変形大

ジャミウス 7,500 変形小

ドンコ大 9,600 色 落 6,070 
ドンコ中 8,730 コ コ

今
夏
、
異
常
に
雨

が
少
な
く
、
各
地
で

農
作
物
を
は
じ
め
、

苗
木
等
に
も
干
害
が

出
は
じ
め
て
い
ま
す
。

当
肱
川
町
に
お
い
て

も、

0
.
0
7
h
a
の
苗

畑
被
害
が
出
て
お
り
、

今
後
、
造
林
木
の
干

害
も
出
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
、

干
ば
つ
対
策
技
術
指

針
が
定
め
ら
れ
た
の

で
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
作
業
の

参
考
と
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま

す。

苗
木
生
産
に
つ

い
て
曰
造
林
用
苗
畑

．． 
①
散
水
す
る
。

②
カ
ン
レ
イ
シ
ャ

で
お
お
う
。

③
ワ
ラ
・
刈
草

を
敷
く
。

口
緑
化
樹
生
産

①
枝
葉
の
剪
定

を
す
る
。

②
根
元
ヘ
ワ
ラ
・

刈
草
を
敷
く
。

③
単
木
の
場
合
、

根
元
に
小
鉢
を
掘
り
、
灌
水

後
ワ
ラ
な
ど
で
被
覆
す
る
。

国
散
（
灌
）
水
す
る
と
き
は
、
一

回
に
つ
き

10mm
位
の
水
が
必
要

で
、
な
お
、
夕
方
、
日
没
後
に

実
施
す
る
。

二
幼
齢
造
林
地
の
下
刈
に
つ
い
て

曰
下
刈
完
了
地

．． 
①
刈
草
を
根
際
に
お
お
う
。

．． 

②
で
き
れ
ば
枝
葉
を
お
お
う
。

口
未
完
了
地
．． 

①
今
後

20mm
前
後
の
降
雨
量
が

見
込
ま
れ
る
ま
で
下
刈
は
見

合
わ
す
。

②
止
む
を
え
な
い
時
は
、
中
刈

り
、
つ
る
切
り
程
度
に
す
る
。

三
し
い
た
け
栽
培
に
つ
い
て

日
新
ほ
だ
に
つ
い
て

①
伏
込
み
場
の
点
検
を
行
い
、

下
刈
り
を
実
施
し
て
、
刈
草

を
傘
木
と
し
て
補
充
す
る
。

②
傘
木
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
は

人
工
庇
陰
材
料
な
ど
で
調
節

す
る
。

③
林
内
井
桁
積
み
の
も
の
は
、

標
準
高
さ

(100cm)
よ
り
低

く
す
る
。

④
四
月
以
降
植
菌
の
も
の
は
、

ほ
だ
付
不
良
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
特
に
点
検
を
し
、
菌

糸
の
伸
び
を
調
査
の
う
え
、

①
I
③
の
対
策
を
励
行
す
る
。

林
業
関
係

千
ば
つ
対
策
技
術
指
針

10月8日は木の日
10月8日が「木の日」であるという

ことを知っている人は少ないだろう。

昭和52年に、日本木材青壮年団体連

合会が中心になって 日本に広く木の大

切さ、木の良さの見直しを呼びかけ、

木に対して感謝する一日として、また

これからの木材需要の拡大を願って設

けられたものである。

禾ム逗tォ寸オを生産する者が中心となり、
毎日が木の日になるよう、努力すべき

と考える。

四
は
だ
場
に
つ
い
て

①
ほ
だ
場
を
点
検
し
、
直
射
日

光
を
う
け
る
と
か
庇
陰
不
足

の
と
こ
ろ
は
人
工
庇
陰
材
料

や
枝
木
な
ど
で
陰
を
補
整
す

る
。
又
、
場
合
に
よ
れ
ば
は

だ
木
の
移
動
を
行
う
。

②
今
後
、
平
均
気
温
が

1
5
1
2
0

度
に
低
下
し
た
ら
、

3
年
以

上
の
は
だ
木
は
、
活
力
回
復

と
原
基
形
成
を
促
す
た
め
、

．
．
．
．
．
．
 

は
だ
倒
し
や
散
水
す
る
。

四
竹
林
・
筍
に
つ
い
て

八
・
九
・
十
月
は
、
地
下
茎
の
伸

長
旺
盛
な
時
期
で
あ
る
と
同
時
に
、

芽
子
（
筍
と
な
る
芽
）
の
生
長
期
で

あ
る
の
で
、
こ
の
時
期
の
干
ば
つ
は

来
春
の
筍
の
生
産
量
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
以
降
の
生
産
力
低
下
と
な
る
。

従
っ
て

①
何
ら
か
の
形
で
散
水
す
る
。

②
林
内
の
下
刈
り
を
実
施
し
、
敷

草
、
敷
ワ
ラ
と
す
る
。

③
十
分
な
降
雨
が
あ
る
ま
で
伐
竹

を
見
合
わ
す
。
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ラ
ッ

ほ
う
れ
ん
そ
う
は
、
ア
カ
ザ
科
の

一
年
生
野
菜
で
あ
る
。
生
育
適
温
は
、

1
5
1
⑳
C
で
あ
る
が
低
温
短
日
を
好

む
の
で

m。
C
前
後
ま
で
は
よ
く
生
育

す
る
。
秋
ま
き
冬
春
ど
り
は
、
こ
の

生
育
適
温
に
最
も
近
い
栽
培
型
で
あ

り
、
作
り
や
す
く
‘
収
量
も
多
い
。

こ
の
作
型
で
の
品
種
は
、
品
質
の

良
い
こ
と
が
第
一
条
件
で
あ
り
、
耐

寒
性
が
あ
り
、
病
気
に
も
強
い
ア
ト

ラ
ス
（
丸
種
）
な
ど
が
適
し
て
い
る
。

種
子
量
は
、

1
0
a
当
た
り

3
し
準
備

し
、
発
芽
を
揃
え
る
た
め
に
一
昼
夜

流
水
に
浸
種
し
て
吸
水
さ
せ
て
か
ら

種
ま
き
を
す
る
。

ほ
う
れ
ん
そ
う
の
土
壌
に
対
す
る

適
応
性
は
、
乾
燥
や
過
湿
に
弱
い
の

で
排
水
が
良
く
、
腐
植
質
に
富
む
砂

質
壌
土
が
適
地
で
あ
る
。
ま
た
、
土

壌
の
酸
性
反
応
に
は
極
め
て
弱
い
の

で
苦
土
石
灰
な
ど
の
ア
ル
カ
リ
性
資

材
の
施
用
に
よ
っ
て
事
前
に
酸
度
矯

正
を
し
て
お
く
。

元
肥
は
、

1
0
a
当
た
り
燐
硝
安
加

里

s
6
0
4
を
100kg施
用
し
、
畦
幅

120cm
で
15cm
間
隔
に
横
溝
を
切
り
、

灌
水
を
し
て
薄
く
均
一
に
条
播
し
、

薄
く
覆
土
す
る
。

除
草
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、

冬
春
ほ
う
れ
ん
そ
う

の
栽
培

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の

収
穫
適
期

ソ
ー
乳
剤
を
播
種
直
後
に
散
布
す
る
。

間
引
き
は
、
本
葉
の
出
始
め
頃
か

ら
本
葉
四
ー
五
枚
頃
ま
で
に

2
1
3

回
行
い
、
そ
の
後
は
密
生
部
を
小
鎌

な
ど
で
刈
り
取
っ
て
収
穫
す
る
。

な
お
、
追
肥
は
、
草
勢
を
見
な
が

ら
10
日
位
い
の
間
で
灌
水
を
兼
ね
て

液
肥
で
施
用
す
る
。

収
穫
時
期
に
な
っ
て
も
、
他
の
果

実
の
よ
う
に
着
色
・
軟
化
や
落
果
し

な
い
た
め
、
外
観
で
の
適
期
判
定
は

難
し
い
の
で
果
実
内
容
で
判
定
し
ま

す
。
完
熟
果
で
収
穫
す
れ
ば
軟
化
し

日
持
ち
が
悪
い
。
こ
の
た
め
、
非
常

に
硬
い
状
態
の
未
熟
果
で
収
穫
し
、

果
実
用
の
で
ん
粉
が
、
呼
吸
作
用
に

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
糖
化

さ
れ
る
の
を
防
ぎ
、
追
熟
し
て
完
熟

果
と
し
、
糖
を
高
め
、
酸
を
減
少
し

軟
化
後
食
べ
ま
す
。

追
熟
後
、
う
ま
い
果
実
と
す
る
た

め
の
収
穫
期
判
断
の
重
要
な
基
準
は
、

収
穫
時
の
糖
度
で
す
。

収
穫
時
と
追
熟
後
の
糖
度
に
は
‘

高
い
相
関
が
あ
り
、
収
穫
時
の
糖
度

が
高
い
と
、
追
熟
後
の
糖
度
も
高
く

な
り
ま
す
。
追
熟
後
の
糖
度
の
目
安

を
1
4
1
1
5
度
と
す
れ
ば
、
収
穫
時
糖

度
は
「
ヘ
イ
ワ
ー
ド
」
で
い

1
7
度、

「
ア
ポ
ッ
ト
」
で

6
1
い
度
が
基
準
で
す
。

こ
の
た
め
、
収
穫
時
糖
度
調
査
を

行
い
、
こ
の
程
度
に
達
す
れ
ば
収
穫

適
期
で
す
。

収
穫
時
期
と
糖
度
の
関
係
が
深
く

九
月
末
ま
で
収
穫
時
糖
度
が

4
度
台

十
月
上
中
旬
で

5
度

台
、
十
月
下
旬
で

6

度
台
と
な
り
、
こ
れ

が
十
一
月
中
旬
ま
で

続
く
。
そ
の
後
は
樹

上
で
追
熟
軟
化
し
糖

度
は

14
度
以
上
と
な

り
ま
す
。
従
っ
て
、

十
月
下
旬
ー
十
一
月

中
旬
が
収
穫
適
期
で

収穫時期別糖度の変化
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九
月
は
、
暑
さ
も
や
わ
ら
い
で
、

秋
ま
き
野
菜
の
ま
き
つ
け
、
育
苗
、

植
付
け
な
ど
次
々
と
菜
園
作
業
は
大

へ
ん
忙
し
く
な
り
ま
す
。
適
期
に
作

業
を
行
な
つ
よ
つ
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

朝
夕
は
だ
い
ぶ
涼
し
く
な
り
ま
し

た
が
、
日
中
は
ま
だ
ま
だ
気
温
が
高

い
の
で
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
シ
ュ
ン

ギ
ク
・
ミ
ツ
バ
な
ど
は
、
中
旬
に
な
っ

て
か
ら
タ
ネ
を
ま
く
と
楽
に
作
れ
ま

す
。
一
方
、
イ
チ
ゴ
苗
の
仮
植
え
、

葉
ネ
ギ
・
ワ
ケ
ギ
の
植
付
け
結
球
、

ハ
ク
サ
イ
・
大
カ
ブ
・
ダ
イ
コ
ン
な

ど
の
蒔
付
け
は
遅
れ
な
い
よ
う
上
旬

に
行
な
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

そ
の
他
、
今
月
ま
で
も
の
に
は
‘

家
庭
菜
園
の

手
入
に
つ
い
て

大
阪
シ
ロ
ナ
・
コ
マ
ツ
ナ
・
タ
イ
サ

イ
・
サ
ラ
ダ
菜
な
ど
は
、
彼
岸
ご
ろ

ま
で
に
種
ま
き
を
し
ま
し
ょ
う
9

又、

苗
床
に
は
、
タ
マ
ネ
ギ
・
春
と
り
キ
ャ

ベ
ツ
・
タ
カ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
な
ど
は
九

月
中
旬
、
下
旬
に
ま
き
つ
け
ま
し
ょ

゜
、つ
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
タ
ネ

を
ま
い
て
育
苗
し
て
い
ま
す
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
は
、
三
十
日
か
ら
四
十
日
し

て
本
葉
が
五
ー
六
枚
の
時
期
が
植
付

に
適
し
た
時
で
す
。
あ
る
程
度
、
若

苗
で
定
植
す
る
方
が
順
調
に
育
ち
ま

す。
l
a
当
り
、
堆
肥

300kg
、
苦
土
石

灰
10kg
、
高
度
化
成
6
k
g
を
施
用
し

て
深
く
耕
し
て
土
と
ま
ぜ
て
準
備
し

畦
巾

150cm
に
二
条
、
株
間
45cm
程
度

と
し
て
深
植
え
に
な
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

す。これは満開期からアポット

で1501160日、ヘイワードで1601

170日位となります。但し、貯蔵を

長く(416か月）する場合、

やや早目に収穫し、初霜の早い地

帯は初霜前後の収穫が必要です。
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公
民
館
は
地
域
の
み
な
さ
ん
が
集
っ

公
民
館
と
営
農
林
推
進

会
議
の
共
通
の
役
割
り

岩
谷
分
館
と
岩
谷
営
農
林
推
進
会
議

で
は
今
年
度
共
同
で
＂
生
産
学
級
“
を

開
こ
う
と
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
開
講
式
を
行
う
と
と
も
に
、
第

一
回
目
の
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
”
生
産
学
級
“
開
設
の
ね
ら
い

は
「
変
化
の
激
し
い
現
在
の
社
会
情
勢

に
対
し
、
み
ん
な
が
正
し
く
目
を
向
け

そ
れ
に
的
確
に
対
処
で
き
る
豊
か
な
知

識
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
お
互
い
に
心

の
つ
な
が
り
を
深
め
て
、
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
を
し
よ
う
」
と
い
う
も
の
で
す
。

開
係
団
体
と
提
携
し
て

本
年
度
の
肱
川
町
公
民
館
の
運
営
方

針
に
も

「
町
内
の
い
ろ
い
ろ
の
機
関
や

団
体
を
調
整
し
て
共
通
課
題
を
探
り
な

が
ら
、
一
緒
に
や
れ
る
部
分
は
共
同
で

や
ろ
う
」
と
う
た
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
こ
右
谷
生
産
学
級
“
も
、
そ
の
方
針

に
基
づ
い
て
岩
谷
分
館
と
岩
谷
営
農
林

推
進
会
議
が
う
ま
く
提
携
さ
れ
た
よ
い

例
と
い
え
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
公
民
館
と
営
農
林
推
進

会
議
の
接
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ

~

゜

、
っ
カ

て
気
軽
る
に
、
い
ろ
い
ろ
の
課
題
を
話

し
合
っ
た
り
、
教
え
あ
っ
た
り
、
娯
楽

を
楽
し
ん
だ
り
す
る
み
ん
な
の
施
設
で

す
か
、
役
職
員
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

①
学
習
の
機
会
を
多
く
つ
く
る
。

――
 

②
み
な
さ
ん
の
自
主
的
活
動
の
援
助

③
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

④
学
習
の
場
づ
く
り

⑤
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り

⑥
住
民
相
互
の
結
び
合
わ
せ
な
ど

次
に
営
農
林
推
進
会
議
は
次
の
よ
う

な
こ
と
を
研
究
し
た
り
推
進
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

①
生
産
基
盤
を
ど
う
改
良
し
て
ゆ
く
か

②
生
産
物
を
ど
う
育
て
販
売
す
る
か
。

第 1回目の学習会
③
生
活
の
場
を
ど
う
築
く
か
。

④
地
域
を
ど
う
発
展
さ
せ
る
か
。

⑤
地
域
の
心
を
ど
う
結
ん
で
事
業
を
進

め
る
か
。

こ
の
よ
う
に
整
理
し
て
見
ま
す
と
両

方
と
も

「学
習
す
る
」
「
研
究
す
る
」
「
考

え
あ
う
」

「
教
え
あ
う
」
と
い
う
点
で
共

通
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
何
よ
り
も
ど

ち
ら
も
同
じ
地
域
の
人
た
ち
同
志
の
集

ま
り
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

そ
こ
に
「

一
緒
に
や
ろ
う
」
と
い
う

大
き
な
意
義
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

第
一
回
目
の
生
産
学
級
は
‘

県
農
協
中
央
会
松
山
事
務
所

長
さ
ん
を
招
い
て
「
特
色
あ

る
む
ら
づ
く
り
の
事
例
」
と

題
す
る
話
を
き
き
ま
し
た
。

「
八
幡
浜
市
の
国
木
地
区
で

は
、
七
人
の
母
親
の
グ
ル
ー

プ
が
自
分
達
の
生
活
を
足
元

か
ら
見
な
お
そ
う
と
、
次
の

よ
う
な
計
画
を
立
て
て
男
た

ち
に
呼
び
か
け
て
効
果
を
あ

い

こ。t
 

ナ
9
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①
水
道
を
つ
け
て
水
汲
み
よ
り
開
放
さ

れ
よ
う

②
現
金
収
入
の
た
め
に
野
菜
を
つ
く
ろ
う
。

③
部
落
の
特
産
品
を
つ
く
ろ
う

④
規
模
拡
大
を
図
っ
て
コ
ス
ト
を
下
げ

よ
う
。

⑤
健
康
の
た
め
の
食
生
活
改
善
を
し
よ
つ
。

ま
た
、
明
浜
町
の
後
継
者
数
人
は
、
酒

ば
っ
か
り
飲
ん
で
い
な
い
で
青
年
ら
し
い

特
色
あ
る
む
ら
づ
く

り
の
事
例
に
学
ぶ

ー
第
一
回
学
習
会
ー

何
か
を
は
じ
め
よ
う
と
グ
ル
ー
プ
を
結
成
、

有
機
栽
培
を
し
た
り
、
ヤ
ギ
を
飼
う
計
画

を
立
て
た
。
ま
た
都
会
の
娘
さ
ん
と
交
流

会
を
開
い
た
。
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
都
会

よ
り
帰
っ
て
来
た
者
は
ぢ
る
…
…
。
」

そ
の
よ
う
な
県
下
の
七
つ
の
例
を
話

さ
れ
て
、

農
業
は
近
年
大
変
な
時
代
を
迎
え
て

い
る
が
、
そ
ん
な
中
に
も
県
下
に
は
い

く
つ
か
の
集
落
が
と
て
も
生
き
生
き
と

や
っ
て
い
る
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
必
ず

し
も
経
済
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
に
し
て
も
、
明
る
く
活

気
に
満
ち
て
、
住
民
の
方
々
が
生
活
し

て
い
る
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
と
か
く

他
力
本
願
的
な
考
え
が
あ
る
よ
う
に
思

う
。
成
功
し
て
い
る
先
進
地
に
は
決
し

て
他
力
本
願
か
な
く
自
分
で
考
え
実
行

し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
あ
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
岩
谷
生
産
学
級
は
‘
九
月
の
農
繁

月
を
除
い
て
毎
月
、
学
習
題
を
変
え
な

が
ら
年
度
末
ま
で
開
か
れ
る
。

A
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産
学
級
は
じ
ま
る

四
十
年
前
頃
と
い
え
ば
‘
中
年

以
上
の
人
な
ら
ば
、
戦
中
戦
後
を

通
し
て
の
悲
惨
な
苦
し
い
、
長
い

生
活
と
飢
え
に
苦
し
ん
だ
体
験
が

あ
ろ
う
。
今
話
し
合
っ
に
も
惨
め

す
ぎ
て
覆
い
隠
し
た
い
ほ
ど
で
あ

る
。
そ
の
頃
は
‘
い
く
ら
周
囲
の

人
が
生
活
に
困
っ
て
い
て
も
‘
我

が
生
活
を
守
る
事
で
精
一
杯
の
時

代
で
あ
っ
た
。

私
も
ま
だ
小
学
校
の
低
学
年
で
あ
っ
た
が
、

子
供
な
り
に
そ
の
苦
し
み
は
よ
く
知
っ
て
い

る。 ファインダー 虜

そ
の
頃
‘
忘
れ
る
事
の
で
き
な
い
、
い
や

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
人
が
い
た
。
そ
の
人
A

さ
ん
は
‘
ま
だ
独
身
で
若
い
青
年
で
あ
っ
た
。

普
通
で
あ
れ
ば
、
他
人
の
事
ま
で
心
配
で
き

る
年
齢
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

あ
る
日
、
同
じ
部
落
の
子
供
B
君
が
小
学

校
に
入
学
し
た
。
B
君
の
家
庭
は
時
代
と
は

い
え
恵
ま
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
食
べ
る
事

さ
え
む
ず
か
し
い
時
代
に
、
ま
し
て
衣
類
の

不
足
は
言
つ
ま
で
も
な
か
っ
な
そ
ん
な
中
で
、

B
君
は
小
学
校
へ
入
学
し
て
も
洋
服
を
買
っ

て
も
ら
う
事
が
出
来
ず
、
子
供
の
出
産
時
に

配
給
で
も
ら
っ
た
白
ネ
ル
の
着
物
を
着
て
学
校

へ
通
っ
て
い
た
。
時
代
と
は
い
え
、
学
校

で
は
一
人
で
あ
っ
た
。
B
君
は
学
校
へ
い

く
の
を
い
や
が
っ
て
い
た
と
い
う
。

そ
ん
な
日
が
続
い
た
あ
る
日
、

A
さ
ん

は
‘
ど
こ
で
捜
し
求
め
て
買
っ
て
き
た
の

か
、
新
品
の
男
の
洋
服
を
B
君
に
買
い
与

え
た
と
い
う
。
こ
の
事
を
思
い
出
す
た
び

に
、
私
は
胸
の
中
に
何
か
熱
い
も
の
を
感

じ
る
。
今
‘
助
け
て
あ
げ
て
お
け
ば
、

又
後
で
助
け
て
も
ら
う
と
い
う
気
持
ち
を

持
つ
の
が

一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
の
時
の

A
さ
ん
の
心
に
見
返
り
の
気
持
ち
が
あ
っ

た
な
ら
、
B
君
の
家
庭
の
状
態
か
ら
い
っ

て
、
こ
う
し
た
好
意
は
さ
れ
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
あ
れ
か
ら
三
十
数
年
た
っ
た
今
、
世
の

中
は
豊
か
に
な
っ
た
が
、

A
さ
ん
の
よ
う
に

自
分
よ
り
他
人
の
痛
み
を
先
に
考
え
る
暖

か
い
心
の
持
ち
主
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

は
い
な
い
か
|
ー
0

形
は
違
っ
て
も
、
そ
ん
な
心
だ
け
は
養
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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五
輪
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
は
、
道

野
尾
で
あ
る
。

又

大
き
い
も
の
は
、
中

居
谷
の
藤
原
氏
宅

の
裏
に
あ
る
。
火

山
岩
や
砂
岩
で
出

来
て
い
る
が
、
戦

国
前
期
の
頃
の
も

の
が
多
く
、
幕
藩

期
の
も
の
は
な
い
。

豪
族
か
先
祖
供
養

に
建
て
た
の
で
あ

る
か
、
長
曽
我
部

の
家
臣
と
い
う
伝

承
が
あ
る
名
荷
谷

の
谷
内
に
あ
る
堀

江
氏
旧
宅
下
の
五

輪
は
、
異
地
領
で

亡
く
な
っ
た
人
を
哀
れ
ん
で
こ
の
地
の

住
民
が
建
て
た
の
か
も
知
れ
な
い

。
戦

国
の
世
に
土
佐
か
ら
墓
参
に
来
る
と
は

思
わ
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
今
見
れ
ば
平

凡
な
石
造
物
だ
が
工
作
具
の
乏
し
い
時

内
]
窯
f
-
羹ら
仏

虹

野

さ

の

滋

屋

底

軒

羹

七

豆

栗[:-
了
忍y
 
e、』
1
.
と，亙ぎ

，h

へi

宇和川の石造物考
文化財保護審議会委員 赤岩繁喜

一
、
五
輪
墓

代
、
遠
く
で
造
っ
て
こ
こ
ま
で
運
ぶ
労

苦
、
大
変
な
物
入
り
で
あ
っ
た
事
を
思

う
と
信
仰
心
に
心
を
打
た
れ
る
。

こ
こ
に
載
せ
た
以
外
の
五
輪
の
あ
る

と
こ
ろ
は
‘
次
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

貴
重
な
文
化
財
を
み
ん
な
で
大
切
に
保

存
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

0
中
居
谷
笹
の
森
城
南
方

0
安
楽
寺
裏
山

〇
智
者
の
木
地
福
院

〇
瓜
畦
富
永
氏
宅

0
上
森
山
共
同
墓
地

〇
汗
生
城
東
方

二
、
野
仏

何
か
の
事
故
で
人
か
亡
く
な
る
と
供

養
と
将
来
の
平
安
を
祈
念
し
て
、
建
て

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

大
き
く
て
立
派
な
も
の
は
、
八
重
栗

七
軒
家
の
野
仏
で
、
台
座
と
も
に
高
さ

は
一
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
い
つ
の
頃
、

誰
れ
が
祭
つ
り
は
じ
め
た
も
の
か
判
ら

な
い
が
、
墓
が
野
仏
に
な
り
‘
や
が
て

道
祖
神
に
変
わ
っ
た
様
で
あ
る
。

宇
和
川
地
区
の
野
仏
が
、
上
森
山
に

集
中
し
て
い
る
が
こ
れ
は
神
が
天
下
っ
た 中居谷の五輪墓

山
ー
神
洩
山
ー
上
森
山
と
考
え
て
く
る

と
、
遠
い
昔
、
人
々
か
こ
こ
に
定
着
し

て
か
ら
の
長
い
生
活
の
歴
史
を
暗
示
す

る
。

こ
の
他
、
次
の
野
仏
か
上
森
山
に

あ
る
。

0

八

重

栗

0

八

重

栗

0
大

杖

愛
宕
大
師
大
師

当
町
に
帰
り
‘
八
年
の
年
月
が
、
流
れ

ま
し
た
。

こ
の
八
年
‘
農
業
経
営
の
確
立
、
発
展
を

め
ざ
し
て
い
た
は
ず
な
の
に
自
分
は
何
を

し
て
来
た
の
だ
ろ
う
と
‘
反
省
す
る
事
ば

か
り
で
す
。

先
月
、
北
海
道
の
友
人
を
訪
ね
、
彼
の

農
場
を
見
せ
て
も
ら
い
、
そ
の
経
営
の
充

実
ぶ
り
に
た
だ
／
＼
驚
く
ば
か
り
で
し

こ
。
f
 九
年
前
、
彼
の
家
を
訪

>
[[10

ル
の
水
田
も
、
当
町
の
水

田
に
毛
の
は
え
た
程
度
の

水
田
で
、
基
盤
整
備
も
で
き
て
な
く
‘
正

直
い
っ
て
‘
専
業
農
家
と
し
て
や
っ
て
い

け
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
も
の
で
し

こ
。
f
 し
か
し
、
学
生
時
代
、
彼
は
‘
彼
な
り

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
描
い
て
い
ま
し
た
。

彼
の
家
は
‘
小
高
い
丘
（
彼
は
山
と
い
っ

て
い
た
。）

に
あ
っ
た
の
で
す
が
‘
将
来
は
‘

原
野
（
平
野
）
で
、
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模

一
日
で
、
田
植
え
も
八
条
の
乗
用
田
植
え
機
で

三
日
程
‘
収
穫
は
六
条
の
コ
ン
バ
イ
ン
（
七
百

万
）
て
、
四
日
程
度
で
終
る
と
い
う
。
機
械
化
‘

省
力
化
を
な
し
て
経
営
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
‘
澄
吉
続
き
の
北
海
道
に
あ
り
な
が
ら
‘

昨
年
は
管
内
（
愛
媛
県
全
体
の
水
田
面
積
）
で

三
位
の
収
穫
を
得
‘
一
等
米
・
八
百
俵
‘
供
出

し
た
と
の
事
そ
し
て
転
作
（
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

し
て
い
る
水
田
で
麦
を
作
り
‘
二
百
万
の
収
入

0

ハ
チ
ノ
ス
観
音

0
岩

渡

り

観

音

0
共

同

墓

地

愛

宕

〇

犬

返

り

地

蔵

そ
の
他
、
宇
和
川
地
区
に
は
‘

と
こ
ろ
に
あ
る
。

0
道

野

尾

長

瀬

地

蔵

0
道

野

尾

マ

コ

ロ

バ

シ

大

師

く145〉

友人に学ぶ

の
水
田
経
営
を
し
て
み
た
い
と
‘
言
っ
て
お
り

ま
し
た
。

そ
し
て
‘
九
年
‘
彼
は
、
彼
の
夢
を
、
実
現
し

て
い
た
の
で
す
。

水
田
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
三
千
万
）
、
そ
し
て
‘
家
‘

機
械
の
購
入
等
、
七
千
万
の
投
資
を
し
た
と
の

事
で
す
。

馬
で
耕
し
て
い
た
水
田
も
今
は
ト
ラ
ク
タ
ー
（
千

五
百
万
）
で
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
春
田
起
こ
し
を

次
の

〇

萩

野

尾

長

持

岩

地

蔵

0
山

槌

カ

ブ

リ

ダ

キ

地

蔵

0
下

小

藪

地

蔵

二

か

所

0
正

覚

耳

取

り

大

師

0
正

覚

馬

頭

観

音

0
石

神

峠

大

師

0
日
の
平
向
い
の
畦

0
町

柳

原

観

音

大
師

次
は
、
大
谷
の
寺
岡
春
江
さ
ん
に
お
願

い
し
ま
す
。

が
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
た

だ
驚
き
で
す
。

彼
の
場
合
‘
元
の
水
田
の
土
が
、
水
田

用
の
客
土
と
し
て
、
ま
た
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
、
水
田
用
水
池
と
し
て
買
収
に
あ
っ
た

事
等
で
借
金
が
、
な
く
な
っ
た
と
い
う
運

の
よ
さ
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
、
そ
れ

に
し
て
も
‘
七
千
万
と
い
う
投
資
を
し
て
‘

自
分
の
夢
を
実
現
し
た
の
は
ほ
ん
と
う
に

え
ら
い
と
思
い
ま
す
。

稲
作
経
営
で
し
か
‘
自

分
の
生
き
る
道
は
な
い
と

投
資
と
生
産
技
術
の
向
上

洋喜

谷
田
に
全
勢
力
を
そ
そ
ぎ
、
そ

居
永
れ
を
実
現
さ
せ
た
と
い
う

実
績
。
そ
れ
を
目
の
前
に

中

し
て
、
自
分
は
な
に
を
し

て
き
た
の
か
…
…
。

立
場
・
条
件
等
ま
っ
た
く
ち
か
う
け
れ

ど
、
彼
に
ま
け
な
い
よ
う
‘
夢
の
実
現
に

向
け
て
、

考
え
て
い
る
だ
け
で
は
‘

何
も

進
ま
な
い
‘
決
断
と
実
行
を
も
っ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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八
月
十
七
日
か

ら
二
十
三
日
ま
で

の
一
週
間
、
小
藪
集

会
所
で
第
三
回
目

の
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
が
開
か
れ
ま
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
人

で
、
千
葉
県
の
麗

沢
大
学
の
助
教
授

の
バ
ン
ト
ッ
ク
先

生
が
‘
夏
休
み
を

利
用
し
て
、
小
藪

に
か
え
ら
れ
、
地

元
の
人
達
の
親
切

に
対
す
る
お
礼
に

と
、
有
志
の
方
々

と
始
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

中
学
生
と
小
学

生
三
十
七
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
中
学

生
は
、
英
語
劇
、

小
学
生
は
、
英
語
の
歌
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
劇
は
四
班
に
分
け
、
シ
ェ
ー
ク
ス

ピ
ア
の
「
リ
ア
王
」
「
マ
ク
ベ
ス
」
「
ハ

ム
レ
ッ
ト
」
「
真
夏
の
夜
の
夢
」
に
取
り

く
み
ま
し
た
が
、
子
供
達
は
み
ん
な
本

当
に
真
剣
に
な
っ
て
、
セ
リ
フ
を
覚
え
、

発
表
の
時
に
は
素
晴
ら
し
い
舞
台
と
な

り
ま
し
た
。

中
学
生
で
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
英
語

劇
を
し
た
の
は
‘
他
に
は
な
い
で
し
ょ

う
。
子
供
達
に
と
っ
て
は
‘
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

小
学
生
の
歌
「
マ
イ
ボ
ニ
ー
」
も
ほ

と
ん
ど
が
暗
記
し
て
、
見
事
な
出
来
ば

小薮漢谷にこ

＿第:巴ースクール— 英語の響き
だまする

生
徒
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

え
で
し
た
。

こ
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
ね
ら
い
で

あ
り
ま
す
、
英
語
で
話
し
た
り
、
唄
っ

た
り
す
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ

と
に
も
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
体
験
を
、
今
後
の

学
習
に
生
活
に
生
か
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

次
は
‘
塾
長
で
あ
り
ま
す
バ
ン
ト
ッ

ク
先
生
の
感
想
で
す
。

ー
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ギ
ャ
ピ
ン
・
バ
ン
ト
ッ
ク

中
学
生
に
、
シ
ェ
イ
ワ
ス
ピ
ア

劇
を
英
語
で
指
導
弓
る
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で
し

だ
。
劇
の
練
習
ガ
、
他
の
学
習
の

妨
げ
に
な
る
の
で
は
な
い
力
と
、

最
初
は
心
配
し
ま
し
だ
ガ
、
英
声
DD

劇
に
、
ほ
と
ん
ど
カ
カ
り
き
り
に

な
っ
だ
の
は
、
最
後
の
二
日
間
だ

け
で
し
だ
。
全
般
的
に
監
督
可
る

:----------------------------------------------------------------------------------------------
l 
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I 
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こ
と
の
他
に
、
合
回
は
生
徒
達
と

匿
接
接
可
る
機
会
ガ
多
く
持
て
だ

の
で
、
大
変
喜
ん
て
お
り
ま
す
。

動
作
を
し
な
ガ
ら
英
語
を
話

q

こ
と
は
、
一
言
葉
を
学
ぶ
最
良
の
方

法
で
す
。
生
徒
諸
君
ガ
、
台
詞
を

良
く
嗚
気
し
て
く
れ
た
の
に
は
、

大
い
に
感
心
し
ま
し
だ
。
小
学
生

諸
君
達
さ
え
も
、
英
語
の
歌
「
マ

イ
ボ
ニ
ー
」
を
暗
記
し
て
歌
っ
て

く
れ
ま
し
だ
。
こ
れ
は
、
驚
く
べ

き
こ
と
で
す
。
私
に
は
と
て
も
出

来
そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
は
、
キ
ャ
ン
フ
を
や
り
、

今
フ
年
は
英
話
の
歌
や
劇
を
上
渓
し

ま
し
だ
。
さ
て
来
年
は
、
何
を
や

り
ま
し
ょ
う
力
。
年
を
追
っ
て
、

サ
マ
ー
ス
ワ
ー
ル
ガ
良
く
な
っ
て

行
く
よ
う
な
「
新
し
い
ア
イ
デ
ィ

戸
」
を
皆
さ
ん
ガ
出
し
合
っ
て
く

れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
小
藪
サ
マ
ー
ス
ワ
ー
ル
」
の
生

徒
諸
君
、
英
誘
の
歌
と
劇
の
大
成

酌
本
当
に
あ
め
で
と
う
。

出
番
で
す
／
．
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
R

◎
ど
な
り
散
ら
す
お
父
さ
ん

「
叱
る
よ
り
ほ
め
よ
」
「
七
つ
は

め
て
三
つ
叱
れ
」
と
い
う
教
え
が

あ
り
ま
す
。

勉
強
し
な
さ
い
、
テ
レ
ビ
ば
か

り
見
て
い
る
、
親
の
言
う
こ
と
を

き
か
な
い
、
な
ど
自
分
の
期
待
し

て
い
る
子
供
像
と
違
っ
て
い
る
と
、

何
事
に
つ
け
感
情
的
に
ど
な
り
散

ら
す
父
親
が
い
ま
す
。
ガ
ミ
ガ
ミ

言
う
お
母
さ
ん
よ
り
、
ど
な
る
父

親
は
精
神
的
成
長
過
程
に
あ
る
子

供
に
大
き
な
重
圧
を
加
え
ま
す
。

叱
る
時
は
厳
し
く
、
そ
の
理
由

を
理
解
で
き
る
よ
う
説
明
し
、
子

供
が
納
得
で
き
る
叱
り
方
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

父
親
が
自
分
の
不
満
の
う
っ
積

を
ど
な
り
散
ら
す
こ
と
で
発
散
し

て
も
、
感
情
的
な
怒
り
は
子
供
を

委
縮
さ
せ
、
反
抗
さ
せ
、
父
親
へ

の
信
頼
を
失
わ
せ
る
も
の
で
す
。

苗
木
が
巨
木
に
発
育
す
る
た
め

に
は
、
厳
冬
の
風
雪
、
酷
暑
の
夏

の
ほ
か
温
暖
快
適
な
春
秋
の
陽
気

が
必
要
な
こ
と
を
父
親
は
認
識
す

べ
き
で
あ
る
。

お
父
さ
ん
、
冷
静
に
／
．

◎
子
ば
な
れ
で
き
な
い
お
母
さ
ん

現
代
の
母
親
の
多
く
は
‘
子
供

の
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
何
か

ら
何
ま
で
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
泣
箪

の
世
話
が
で
き
ま
す
。
い
，
り

つ
く
せ
り
の
世
話
の
し
す
ぎ
は
‘

つ
い
自
分
の
考
え
を
一
方
的
に
押

し
つ
け
る
よ
う
に
な
り
が
ち
で

す。
子
供
は
‘
だ
ん
だ
ん
成
長
す
る

に
し
た
が
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
お

母
さ
ん
の
言
う
と
お
り
、
思
い
ど

お
り
で
は
お
れ
な
く
な
り
、
自
分

を
持
ち
は
じ
め
る
は
ず
で
す
。
児

童
期
の
終
り
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
傾

向
は
ず

っ
と
強
く
な
り
ま
す
。
こ

う
な
っ
て
も
母
親
は
じ
っ
と
子
供

に
し
が
み
つ
い
て
離
れ
な
い
。
そ

れ
が
子
供
の
た
め
だ
と
思
い
す
ご

す
。
こ
の
気
持
ち
が
強
け
れ
ば
強

い
は
ど
、
子
供
と
の
適
当
な
距
離

を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
母
子

一
体
で
、
意
の
ま
ま
に

な
る
状
態
に
し
て
お
き
た
い
と
考

え
る
ほ
ど
子
供
は
い
つ
ま
で
も
ひ

と
り
立
ち
で
ぎ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
お
母
さ
ん
に
は
こ
れ

が
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
子
離
れ
で
き
な
い

母
子

一
体
感
が
、
登
校
拒
否
や
家

庭
内
暴
力
を
誘
発
す
る
例
か
多
い

の
で
す
。
こ
う
な
っ
て
は
、
も
う

間
に
合
い
ま
せ
ん
。
転
ば
ぬ
さ
き

の
杖
と
し
て
心
す
べ
き
こ
と
で
す
。

お
母
さ
ん
、
手
を
離
そ
う
／
．



(13)を近血

成
人
男
子
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
柱
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
戦
は
、
今
年
で
十

一
回
目
を
迎
え
、

四
月
か
ら
始
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
七

月
い
っ
ぱ
い
で
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
各
プ

ロ
ッ
ク

の
成
績
や

個
人
賞
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
し
ら

せ
し
ま
す
。

一
部
で
は
、
一
敗
の
上
鹿
野
川
A
が

二
敗
の
大
栄

B
を
振
り
切
り
、
六
年
ぶ

り
に
王
座
に
つ
き
ま
し
た
。

二
部
で
は
、
大
谷
ギ
ャ

ー
ト
ル
ズ
と

予
子
林
A
が
と
も
に
六
勝

一
敗

一
分
け

と
な
り
、
抽
選
の
結
果
、
予
子
林
A
の

優
勝
と
な
り
ま
し
た。

三
部
は
‘
中
野

B
が
、
予
子
林
c
‘

赤
岩
橋
を
振
り
切
り
逆
転
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。
予
子
林
A

・
中
野

B
と
も
に

初
優
勝
で
す
。

チ
ー
ム
戦
績
・
個
人
賞
の
受
賞
者
は

I部 上鹿野川A

II部予子林 A

III部中野

亨

釆
B
 第11回

ソフトボールリーグ戦＿
冠
＊

次
の
と
お
り
で
す
。

十
一
回
目
を
迎
え
、
地
域
の
輪
づ
く
り

の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い

ます。地域の人みんなが、いろい

ろな活動に参加して、地域づくり

の話し合いを進めていきましょう。

II 部 な§
＆ ［ 含t面野

ノゞ

iJII ,{ 

予 石谷山マッ 勝 順

ン i i 
子 ： （勝点が同じの場

：． ）は 冠 >林合は抽選とした） Iレ ム
ン ズ 月 城 A シ ‘占’‘‘ 位

大谷ドランカーズ ＼ △ X 

゜゚゜
X X 

゜
4.5 3 

小藪ドラゴン △ ＼ X X 

゜゚゜
X X 3.5 5 

大谷ギャートルズ

゜゚
＼ 

゜゚゜
X △ 

゜
6.5 2 

上鹿野川 B X 

゜
X ＼ 

゜゚
X X X 3 8 

月 X X X X ＼ 

゜゚
X 

゜
3 6 

パイキング嘉城 X X X X X ＼ 

゜
X X 1 ， 

下鹿野川パリ ーグ

゜
X 

゜゚
X X ＼ 

゜
X 4 4 

予子林 A 

゜゚
△ 

゜゚゜
X ＼ 

゜
6.5 1 

岩谷マックイムシ X X X 

゜
X 

゜゚
X ＼ 3 7 

I 部 II 部 m 部

打 29歳以上 高（大谷ホ田ワイト栄スターズ治） 東（子 子 8修林8 A司) 大（共栄宇協根生秀通合夫） 
0 5 9 3 0 6 0. 5 1 7 

村（オー田）レ中忠居谷司） （山大 本忠＝ 安（共栄川協生6哲7連合生） 撃 30歳代 谷ドランカーヌ
0 5 9 1 0 5 0 0 0 6 

賞 40歳以上 森（上鹿日野出川 A夫) 冨（三永利月彦） 菊（子~ 池子 林利 C雄) 

0. 5 3 1 0.4 7 4 0.4 3 3 

松（上 鹿本4野本芳｝II A典) 水（大谷ギ池6ャ本ー敏トルズ也） 丸（大 川 浩一ホ 29歳以下 谷メ ッ ツ）

I 
4本

ムフ-30歳代 鉾（中 岩4野本宏 A明) （中パイ岡キン政・グ嘉城広） 和（子~ 気子6本林 C清) 

3本
ン

橋（予~ 本子3本林英 B機) 坂（上 本鹿 1猪野本川左 B雄) （山子 本子2本林茂 C行) 賞 40歳以上

扉野 含レi 
予 五ご 大

な：i ) l | 
中 勝 順

I 部 ツ 子

[. 栄 野

閃 i 
林 >ン B B A ‘占’‘‘ 位

上鹿野 川 A ＼ 

゜
X 

゜゚゜゚゜゚
7 1 

大谷レ ッ ドサン X ＼ 

゜゚゜
X X X 

゜
4 5 

オ ー ル中居谷

゜
X ＼ X 

゜
X 

゜
X X 3 6 

予子林 B X X 

゜
＼ 

゜゚゜
X 

゜
5 4 

小藪ファイターズ X X X X ＼ X X X X 

゜
， 

大 栄 B X 

゜゚
X 

゜
＼ 

゜゚゜
6 2 

大谷ホワイトスターズ X 

゜
X X 

゜
X |＼ X X 2 8 

下鹿野川セリ ーグ X 

゜゚゜゚
X 

゜
＼＼ △ 5.5 3 

中 野 A X X 

゜
X 

゜
X 

゜
△ ＼ 3.5 7 

点山 『
中 予 赤 靡； 大 塁 勝 順
子

III 部 メ 野
林
岩
マ
栄

［ ツ ノ‘尋

ツ 槌 ン B C 橋 チ A ‘占’‘‘ 位

大谷メッツ ＼ 

゜゚
X X △ △ X X 3 7 

山 槌 X ＼ X X 

゜゚゜
X 

゜
4 5 

岩谷タイタン X 

゜
＼ X X X 

゜
X X 2 8 

中 野 B 

゜゚゜
＼ 

゜
X 

゜゚
△ 6.5 1 

予子林 C 

゜
X 

゜
X I¥ 

゜゚゜゚
6 2 

赤 岩 橋 △ X 

゜゚
X ＼ 

゜゚゜
5.5 3 

岩谷クリタマバチ △ X X X X X ＼ X X 0.5 ， 
大 栄 A 

゜゚゜
X X X 

゜
＼ 

゜
5 4 

共栄・協生連合

゜
X 

゜
△ X X 

゜
X ＼ 3.5 6 

男子バドミ ントンV2

9月4日に五十崎町で行われた県民

体育祭喜多郡大会で、男子バドミント

ンが2年連続優勝を飾り ました。

10月に野村町で行われる県大会に出

場 します。

最近、 町内でもスボーツ人口がふえ

てい ます。

スポーツを通しての健康づくり、ス

ポーツを通しての団体活動。

いいものです一ー 。

残
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う

明
治
維
新
と
と
も
に
、
新
し
く
生

ま
れ
か
わ
っ
た

日
本
は
、
近
代
化

を
め
ざ
し
て
歩
み
は
じ
め
ま
し
た
。

長
い
差
別
と
圧
政
に
苦
し
め
ら

れ
た
最
下
層
の
人
々
が
、
待
ち
望

ん
で
い
た

日
が
き
ま
し
た
。
明
治

四
年
八
月
二
十
八
日
、
解
放
令
が

出
さ
れ
た
の
で
す
。

け
れ
ど
も
、
明
治
政
府
は
、
部

落
の
解
放
を
名
だ
け
の
も
の
と
し
、

な
ん
ら
具
体
的
な
施
策
を
お
こ
な

い
ま
せ
ん
で
し
た。

し
た
が
っ
て
、
明
治
維
新
後
の
社

会
に
お
い
て
も
、
差
別
の
実
態
は
‘

ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
く
、
同
和
地
区

ヽ
喝
＜
叫
＜
屯

<
"
"
”
V
V屯
＜
屯
＜
泊
＜
屯
＜
屯
＜
喝
＜
屯
＜
泊
＜
沿
＜
屯
＜
ペ
ツ
＼
屯
＜
屯
＜
沿
＂
ノ

向
和
闘
老
正
じ
丘
憐
し
声
笞
っ
A

住
民
の
生
活
実
態
は
そ
れ
ま
で
と
あ

ま
り
変
ら
ず
悲
惨
な
も
の
で
し
た。

同
和
地
区

の
人
々
に

は
‘
近
代

産
業
へ
の
就
職
の
機
会
も
与
え
ら

れ
ず
、
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

人
の
い
や
が

る
職
業
や
危
険
な
仕

事
・
収
入
の
少
な
い
不
安
定
で
将

来
性
の
な
い
仕
事
な
ど
に
つ
く
し

か
方
法
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

生
活
は
自
然
に
貧
し
く
な
り
、
本

人
に
能
力
が
あ
っ
て
も
‘
教
育
を
受

け
る
機
会
に
恵
ま
れ
ず
、
社
会
的
向

上
を
は
ば
む
要
因
に
な
り
ま
し
た。

そ
の

こ
と
が、

同
和
地
区
へ
の

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
実
態
や
差
別
観

念
を
助
長
す
る
こ

と
に
な
り
、
今

日
な
お
、
予
断
と
偏
見
の
も
と
に

部
落
差
別
を
温
存
し
て

い
る
結
果

と
な
っ
た
の
で
す
。

五
、
な
ぜ
部
落
差
別
は

⑤
 



匝

▽
場
所

▽
日
時

10月
25
日
図

午
前

10時
ー
午
後

3
時

大
谷
公
民
館

▽
内
容

▽
場
所

▽
対
象

裔笞{14)

▽
日
時

五
年
に
一
回
実
施
さ
れ
る
「
住
宅

統
計
調
査
」
か
十
月
一
日
、
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
全
国
の
約
四
百
万
の

住
宅
・
世
帯
を
対
象
と
し
た
「
住
宅

の
国
勢
調
査
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、

皆
さ
ん
方
の
住
宅
や
世
帯
の
構
成
な

ど
、
四
十
項
目
に
つ
い
て
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
こ
れ
か

ら
の
住
宅
政
策
を
進
め
る
う
え
で
の

基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

肱
川
町
で
は
‘
菟
野
尾
・
中
居
谷
・

ー
企
画
課
統
計
係
ー

ぎ
―
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=
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＠
成
人
病
予
防
教
室

10
月

18
日
因

午
前

10時
ー
午
後

3
時

肱
川
町
公
民
館

高
血
圧
・
腎
臓
病
患
者
本

人
、
ま
た
は
家
族
。

そ
の
他
、
減
塩
食
習
慣

の
た
め
若
い
人
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

減
塩
食
の
調
理
実
習

講
話
（
高
血
圧
と
そ
の
予
防
）

講
師
和
気
千
秋
先
生

＠
健
康
づ
く
り
料
理
教
室

10月の日置祝日当直医
日 当直医 苧耳 話 番 万ロ

2日 小川医院 (08934) 4 -2 8 1 5 
（日） （内子町）

9日 古川医院 (08934) 4 -2 4 0 7 
（日） （内子町）

10日 町田医院 (08934) 3 -0 2 1 1 
（祝） （内子町）

16日 成田医院 (08934) 7-0 0 6 1 
（日） （内子町）

23日 前田医院 (08934) 4 -2 8 5 9 
（日） （内子町）

30日 松浦医院 (08934) 4 -2 5 6 1 
（日） （五十崎町）

r• 一•- •一•-•一・ー•一 ・ー •一•一•一 •一•一 •一9- •一 •一9-•-•一 •一•一 ・ー ・ー ・ー •一•一 •一•一•一•一•一•一•一•一•一•一・ー•一、

！高齢者はたらく意欲を雇用が生かす i

i 高年齢者雇用促進月間 ！ 
10月1日～10月31日、

大；州公共職業安定所 i 
i •一•ー・ー・—•一•一 •- •一•一•一•一•一 •- •一・ー・ー・ー・ー•-•一 •一•一・ー ・ー・ー•一•一•一•一•一 •一•一•一•一•一・ー•一•-•ー：

小
藪

・
広
常
地
区
の
九
十
九
戸
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
調
査
の
対
象
と
な
っ

た
ご
家
庭
に
は
九
月
下
旬
に
調
査
員

が
お
伺
い
し
て
調
査
票
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
し
た
事
柄
は
、
統
計

関
係
以
外
に
は
使
わ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
安
心
し
て
、
正
し
く
申
告
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

⑥
一
歪
用
犬
回
収
日
一

▽
日
時

10月
11
日
因

▽
場
所
役
場
（
町
民
課
）

※

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＊相談貝の自宅相談も受け付

けます。

10 屑 10 相
月 月
25 15 5 談
日 日 日
（灼 出 （水） 日

山二
本谷 桜田 兵戒野 福 相

中宮 頭田
卜 知日 談

茂美 雄亀
恒シ

雄定 子恵 保雄子 員

▽

時

間

午

前

9
時
ー
午
後

4
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

心
配
ご
と
相
談
室

く
だ
さ
い

住
宅
統

⑥
心
配
ご
と
相
談

面
璽
ご
匿
圏
閾

⑥
米
寿
の
方
に
記
念
品
を
贈
呈

▽
日
時

10月
5
日
困

午
前

9
時
ー
午
後

4
時

••• 

＠
健
康
相
談
開
設

10月
12
日
困

午
前

10時
1
1
2
時

中
津
老
人
の
家

几
又
一
舟
健
康
相
談
・
尿
検
査

血
圧
測
定

⑥
行
政
相
談

簡
易
保
険
事
業
の
恒
例
行
事
と
し

て
、
本
年
米
寿
（
明
治
二
十
八
年
生

ま
れ
の
方
）
を
迎
え
ら
れ
た
次
の
か

た
が
た
に
桧
垣
徳
太
郎
郵
政
大
臣
か

ら
お
祝
い
状
と
記
念
品
を
お
贈
り
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

長
寿
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

お
元
気
で
い
つ
ま
で
も
長
生
き
さ
れ

ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

東

ヲ

ム

さ

ん

柳

中

村

ス

ヱ

ノ

さ

ん

山

槌

兵

頭

モ

ン

さ

ん

森

亀

田

ヌ

イ

さ

ん

下

鹿

野

川

藤

見

美

海

さ

ん

藤

野

原

和

気

才

助

さ

ん

上

嵯

峨

谷

大

塚

ト

ラ

ヲ

さ

ん

久

保

大
越
モ
ト
ヱ
さ
ん
上
鹿
野
川

桧

田

八

重

子

さ

ん

菟

野

尾

村

田

ハ

ツ

ノ

さ

ん

郷

▽
場
所

▽
対
象

▽
内
容

▽
日
時

＊
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＊
*
＊
*
 

ご

め

い

ふ

く

を

＊

＊
 

＊
 

＊
 
＊

お

祈

り

い

た

し

ま

す

＊

|

＊

＊

＊

＊

*

 

＊
 

山
下
喜
二
郎
さ
ん

(79歳）

山

崎

佐

造

さ
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